
○ 報告『PRTR 情報概要について』 

三重大学社会連携研究センター伊賀研究拠点 教授  山本好男 

PRTR（化学物質排出移動量届出制度）情報について、PRTR 制度、PRTR 制度の仕組み、

対象事業者、対象化学物質、対象業者の変更、政令改正による届出の変更について解説。

また、PRTR データで何がわかるかを説明後、5 月に公表された平成 22 年度集計結果 PRTR 

データの概要、排出量と移動量、排出媒体別の排出量・移動量上位物質データ、排出源別

の届出外排出量上位物質、届出排出量上位 10 物質とその排出量を示した。トルエン、キ

シレン、エチルベンゼン、ポリ(オキシエチレン)＝アルキルエーテル及びその混合物、塩

化メチレンなどの代表的な化学物質の主な用途、環境や人への有害性等について報告し

た。 

 

 

PRTR制度の仕組み 


経済産業省製造産業局化学物質管理課原図 


概　要 

 

平成22年度の化学物質の排出量・移動量・届出対象外の排出量の推計 

ＰＲＴＲデータ公表 

○全対象化学物質462物質 

 届出事業所数は36,491事業所（対前年度比▲4.9％） 
　  届出排出量　　    183千トン　前年比4％増 

　  届出移動量　　　　　　　   198千トン　前年比14％増 

    　　計　  381千トン　前年比9％増 

○継続物質276物質 

 届出排出量　    164千トン　前年比6％減 

　  届出移動量　　　　　　　   170千トン　前年比4％増 

 届出排出量と届出移動量  　　計　  334千トン　前年比0.8％減 

○届出外排出量 

 ＜推計対象とした物質332物質＞ 

　  届出外排出量　　    270千トン　前年度比2％増 

 ＜継続物質のうち推計対象とした物質233物質＞ 

 届出外排出量    258千トン　前年度比1％減 

 

対象化学物質及び対象業種の見直し後、初めての公表、経済産業省及び環境省のホームページに掲載 




 

 

 

 
 

 
 

 

 

排出媒体別の排出量・移動量上位物質 


排出源別の届出外排出量上位物質 



